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生
産
本
部
長
　
沖
田
　
誠
二

　
去
る
　
月
　
日
に
、
現
場
の
第
一
線

１０

１７

で
直
接
従
事
し
て
い
る
中
か
ら
特
に
優

秀
な
技
能
・
技
術
を
兼
ね
備
え
、
後
進

の
指
導
育
成
等
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
と
い
う
実
績
で
当
社
工
事
部
長
阿

波
弘
一
が
国
交
大
臣
よ
り
優
秀
施
工
者

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
顕
彰
を
頂
き
ま
し

た
。
当
人
は
学
校
を
卒
業
後
、
当
社
に

入
社
し
　
年
間
ダ
ク
ト
一
筋
の
半
生
、

４２

こ
れ
か
ら
も
現
場
で
の
指
導
育
成
・
管

理
で
の
御
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
臣
顕
彰
は
並
大
抵
の
努
力
で
は
頂

け
る
も
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
当
人

は
照
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
顔
を
会

わ
せ
る
機
会
が
御
座
い
ま
し
た
ら
祝
意

を
か
け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
又
、

当
協
力
会
か
ら
も
推
薦
し
て
頂
け
る
様
、

日
々
精
進
を
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
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急ぐほど まず確認
基本守って年末年始

何かと忙しい年末です
手順書どおりの安全作業で
明るい正月を迎えましょう

平成２５年１２月１日

代
表
取
締
役
社
長
　
田
村
　
和
行

　
毎
日
の
作
業
お

疲
れ
様
で
す
。
お

陰
様
を
持
ち
ま
し

て
　
月
１
日
よ
り

１１

当
社
の
事
業
年
度
　
期
に
入
る
事
が
出

４４

来
ま
し
た
。
お
客
様
を
始
め
、
協
力
業

者
の
皆
様
、
又
、
社
員
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
反
省
な
く
し
て

成
長
無
し
と
の
事
か
ら
前
期
　
期
を
振

４３

り
返
り
ま
す
と
幾
つ
か
の
不
具
合
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
上
期
の
仕
事
量
確

保
に
関
す
る
問
題
で
す
。
こ
の
時
期
は
、

全
国
的
に
仕
事
量
が
少
な
く
当
社
も
例

外
無
く
施
工
、
製
作
と
共
に
稼
働
率
の

低
い
時
期
を
過
し
ま
し
た
。
当
社
の
責

務
と
し
て
、
協
力
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の

豊
富
な
仕
事
量
を
安
定
供
給
す
る
事
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
正
直
十
二
分
と
言

え
る
ほ
ど
の
仕
事
量
を
確
保
す
る
事
が

出
来
ず
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
上
期
の

遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
下
期
に
受
注
量

を
増
や
し
、
稼
働
率
及
び
稼
働
人
員
を

通
常
よ
り
増
や
し
て
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
建
築
工
事
の
遅
れ
や
追
加
、
変

更
工
事
等
も
重
な
り
、
当
初
予
定
し
て

い
た
人
員
で
は
全
く
足
り
ず
、
各
現
場

に
ご
心
配
を
お
掛
け
す
る
場
面
も
あ
り

大
変
に
厳
し
い
状
況
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
協
力
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

深
夜
ま
で
に
及
ぶ
残
業
や
休
日
対
応
等
、

多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、

前
期
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

過
去
に
施
工
し
た
現
場
に
お
い
て
品
質

ク
レ
ー
ム
が
発
生
し
、
信
用
の
失
墜
と

金
銭
的
損
失
が
発
生
し
た
事
で
す
。
こ

の
件
に
関
し
ま
し
て
は
永
遠
の
課
題
で

す
が
全
員
が
猛
省
し
今
後
の
品
質
ト
ラ

ブ
ル
０
に
向
け
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。　
期
は
、
こ
れ
ら
の

４４

不
具
合
に
対
し
再
発
防
止
策
を
確
実
に

実
行
す
る
と
共
に
、
安
全
は
基
よ
り
品

質
に
関
し
て
は
、
昨
日
よ
り
も
今
日
、

今
日
よ
り
も
明
日
に
創
る
物
が
少
し
で

も
出
来
栄
え
良
く
変
化
す
る
物
作
り
へ

繋
げ
る
為
、
又
、
協
力
業
者
の
皆
さ
ん

と
目
的
を
共
有
し
、
管
理
体
制
を
強
化

さ
せ
る
為
、
大
幅
な
人
事
異
動
を
決
断

し
ま
し
た
。
期
の
前
半
に
は
、
多
少
の

ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
事
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
下
さ
る
様
お
願

い
し
ま
す
。

　
さ
て
政
権
交
代
後
か
ら
実
施
さ
れ
始

め
た
景
気
対
策
に
よ
り
公
共
設
計
労
務

単
価
の
上
昇
等
が
発
表
さ
れ
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
り
、
我
々
を

取
り
巻
く
環
境
が
何
か
良
い
方
向
へ
進

ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、
大
変
難
し
い
時
期
に
入
る
と
予

想
さ
れ
、
尚
一
層
、
気
を
引
き
締
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
が
増
し
て

き
て
い
ま
す
。
此
れ
ま
で
に
、
建
設
業

従
事
者
を
減
ら
す
為
に
公
共
工
事
等
を

削
減
し
転
職
を
進
め
て
来
た
経
緯
や
、

年
々
悪
化
す
る
現
場
の
状
況
か
ら
離
職

者
が
増
え
、
作
業
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

若
手
入
職
者
が
減
り
、
結
果
、
就
労
者

の
総
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様

な
状
況
の
中
、
今
後
の
数
年
間
に
多
く

の
案
件
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築
、

設
備
全
体
に
お
い
て
絶
対
的
な
作
業
員

不
足
に
陥
る
事
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
為
に
は
、
作
業

員
の
雇
用
改
善
を
施
さ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
少
し
前
で
す
が
国
土
交
通
省

か
ら
の
指
導
に
よ
り
社
会
保
険
加
入
指

導
を
と
あ
り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は

保
険
料
の
支
払
い
ル
ー
ル
は
無
く
見
積

書
に
法
定
福
利
費
を
表
記
す
る
だ
け
で

す
。
保
険
料
を
視
界
に
訴
え
、
見
え
る

化
を
図
る
こ
と
も
大
切
な
事
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
根
本
的
な
改
善
に
繋
が

る
の
か
如
何
か
と
考
え
ま
す
と
深
慮
の

必
要
を
強
く
感
じ
ま
す
。
元
々
の
狙
い

は
、
作
業
員
の
雇
用
改
善
を
図
り
、
若

手
入
職
者
を
増
や
す
為
、
社
会
的
保
障

を
整
備
す
る
事
が
主
目
的
だ
と
私
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
経
済
低
迷

の
中
、
受
注
競
争
に
走
り
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
作
業
員
の
労

務
単
価
が
下
が
り
、
業
界
か
ら
多
く
の

離
職
者
を
出
す
事
に
繋
が
っ
た
事
と
思

い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
を
作
り
出
し

た
原
因
の
一
部
で
あ
る
我
々
元
請
企
業

が
、
責
任
を
持
ち
改
革
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
業
界
の
未
来
は
無
い
も
の
と
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
期
も

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
皆
で

力
を
合
わ
せ
、
知
恵
を
絞
り
、
期
の
目

標
達
成
と
業
界
改
善
の
為
、
少
し
で
も

役
に
立
て
る
会
社
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
に
は
尚
一
層
の
ご
理
解
を
頂

く
と
共
に
、
日
々
の
安
全
、
品
質
向
上

活
動
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
ご
安
全

に
！

代
表
取
締
役
会
長
　
田
村
　
行
雄

　
ダ
ク
ト
業
界
の
就
労
人
口
は
減
少
化

が
進
む
と
同
時
に
在
職
者
の
高
年
齢
化

に
よ
っ
て
数
年
後
に
は
、
多
数
の
離
退

職
者
が
発
生
す
る
事
は
確
実
で
す
。
一

方
、
業
界
団
体
と
し
て
も
雇
用
と
育
成

を
目
的
と
し
て
、
若
年
者
の
求
人
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
現
実
問
題
と
し

て
、
雇
用
条
件
の
低
さ
と
施
工
現
場
で

の
就
労
拘
束
時
間
の
長
さ
や
、
休
日
の

少
な
さ
等
々
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
難
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
分
此
の
様
な
状
況
が
続
く
と
考
え
ら

れ
る
事
か
ら
も
人
手
、
職
人
不
足
は
恒

久
的
に
発
生
す
る
と
思
い
ま
す
。
更
に

施
工
現
場
で
の
工
程
、
納
期
等
の
混
乱

は
突
発
的
に
職
人
不
足
を
招
き
、
安

全
・
安
心
・
品
質
が
軽
視
さ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
に
危
惧
し
ま
す
。
此
れ
等
を

回
避
す
る
為
の
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ダ
ク
ト
工
の
最
高
峰
の
資
格
を
有

す
る
者
即
ち
、
本
物
の
読
め
る
、
書
け

る
、
話
せ
て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
出
来

る
、
登
録
ダ
ク
ト
基
幹
技
能
者
を
多
い

に
活
用
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
以
前
、

施
工
現
場
は
宝
の
山
と
言
わ
れ
た
時
期

が
在
り
ま
し
た
。
今
は
そ
の
宝
は
極
め

て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
手
戻

り
手
直
し
を
招
く
落
と
し
穴
が
存
在
す

る
様
で
す
。
こ
の
落
し
穴
を
避
け
る
事

が
登
録
ダ
ク
ト
基
幹
技
能
者
の
役
割
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
技

能
・
技
術
も
低
下
の
途
に
在
る
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
此
れ
も
難
易
度
の
高
い

製
作
物
が
皆
無
に
近
い
こ
と
か
ら
か
、

卓
越
技
能
の
発
揮
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
為
か
将
来
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
技
能
技
術
の
伝
承
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、
入
職
者
の
減

少
も
業
界
の
上
流
か
ら
下
流
に
至
る
全

て
の
業
種
に
係
る
人
々
の
賃
金
そ
の
も

の
の
低
さ
が
原
因
と
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
施
工
中
の
手
戻
り
、
手
直
し

の
多
発
は
〝
ザ
ル
に
水
僑
を
注
ぐ
が
如

く
の
無
駄
の
発
生
に
よ
っ
て
収
益
改
善

が
実
現
し
な
い
事
か
ら
も
、
若
年
者
へ

の
雇
用
好
条
件
の
提
示
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
様
に
近
未
来
の
ダ
ク
ト
業
界
に
明

る
い
希
望
を
供
す
る
も
の
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
が
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
ら
れ
な

い
事
は
無
く
、
連
日
暗
夜
が
続
く
訳
も

期
を
迎
え

　
期
を
迎
え
てて

４４４４

こ
れ
か
ら
の
ダ
ク

こ
れ
か
ら
の
ダ
ク
トト

業
界
に
つ
い

業
界
に
つ
い
てて

㈲
佐
藤
設
備
　
佐
藤
　
　
誠

　
皆
様
、
毎
日
の
作
業
ご
苦
労
さ
ま
で

す
。
今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
す
と
こ

ろ
一
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
今
年
は
何
と
い
っ
て
も

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
政
策
」
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
と

い
え
ば
、
将
来
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
我
々
に
光
明
が
差
し
込
む
た

め
に
は
、
無
事
故
・
無
災
害
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
り
、
作
業
員
全
員
の
意
識

向
上
と
自
覚
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
他
社
が
真
似
で
き
な
い
こ

と
や
、
追
随
で
き
な
い
仕
組
み
を
構
築

し
、
更
に
技
術
力
を
向
上
さ
せ
作
業
環

境
を
整
え
れ
ば
、
き
っ
と
明
る
い
未
来

が
待
っ
て
い
る
筈
で
す
。

　
㈱
タ
ム
ラ
カ
ン
ト
ウ
様
の
第
　
期
も

４４

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
協
力
会
会

員
一
同
、
更
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
！
ご
安
全
に
！

在
り
ま
せ
ん
。
必
ず
笑
え
る
時
が
、
そ

し
て
や
っ
て
て
良
か
っ
た
と
実
感
す
る

時
が
来
ま
す
。
そ
の
時
期
の
予
測
は
出

来
な
い
も
の
の
〝
継
続
は
力
な
り
僑
と

な
っ
て
大
き
く
還
元
さ
れ
る
事
に
強
く

期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
各
々
の
自

助
努
力
も
必
要
で
す
。
生
産
性
向
上
化

へ
の
知
恵
と
工
夫
は
常
に
求
め
ら
れ
、

此
れ
に
対
応
す
る
事
は
私
達
の
義
務
で

も
あ
り
ま
す
。
又
、
部
下
へ
の
育
成
も

重
要
な
事
業
で
す
。
将
来
の
担
い
手
を

自
ら
の
手
で
育
て
る
事
は
、
義
務
で
あ

る
と
同
時
に
絆
を
強
く
し
ま
す
。
絆
の

復
活
は
必
ず
や
生
産
性
向
上
に
直
結
す

る
と
考
え
ま
す
。
元
請
・
下
請
の
両
者

に
此
の
絆
が
宿
す
事
が
出
来
れ
ば
眼
前

の
難
題
は
一
機
に
解
決
す
る
と
確
信
し

ま
す
。

安
全
衛
生
協
力

安
全
衛
生
協
力
会会

役

員

挨

役

員

挨

拶拶
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㈱
タ
ム
ラ
カ
ン
ト
ウ
安
全
衛
生
協
力

会
の
近
々
の
予
定
を
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

①「
年
末
年
始
無
災
害
運
動
強
調
月
間
」

の
ミ
ニ
安
全
大
会

　
　
期
間
　
平
成
　
年
　
月
１
日
～

２５

１２

　
　
　
　
　
　
　
　
年
１
月
　
日

２６

１５

②
　
年
度
「
定
期
健
康
診
断
」
の
受
診

２６
　
　
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日（
土
）

２６

１１

　
　
　
　
　
８
：
　
～
００

　
　
場
所
　
㈱
タ
ム
ラ
カ
ン
ト
ウ
本
社

③
　
年
度
「
安
全
祈
願
」

２６
　
　
日
時
　
平
成
　
年
１
月
　
日（
土
）

２６

２５

　
　
　
　
　
　
：
　
～

１０

３０

　
　
場
所
　
成
田
山
「
新
勝
寺
本
殿
」

④
安
全
衛
生
協
力
会
　「
　
年
度
通
常

２５

総
会
」

　
　
日
時
　
平
成
　
年
３
月
１
日（
土
）

２６

　
　
場
所
　
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花

　
受
賞
者
代
表
謝
辞
で
は
、
三
正
設
備

㈱
早
川
様
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
謝
辞

が
あ
り
、
次
第
の
最
後
に
田
村
専
務
と

菅
協
力
会
会
長
が
揃
っ
て
無
事
故
無
災

害
へ
向
け
た
具
体
的
な
指
針
を
宣
言
し

て
、
社
員
並
び
に
協
力
会
会
員
が
更
に

一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
安
全
衛
生
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
新
た
に
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
先
ず
は
年
内
無

事
故
無
災
害
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
ご
安
全
に
！

社
　
長
　
賞

　
㈲
菅
設
備

代
表
取
締
役
　
菅
　
　
良
行

優
秀
会
社
賞

　
三
正
設
備
㈱

代
表
取
締
役
　
早
川
　
幸
夫

　
㈲
佐
藤
設
備

代
表
取
締
役
　
佐
藤
　
　
誠

　
山
崎
工
業

代
表
　
山
崎
　
和
芳

優
秀
職
長
賞

　
㈲
平
野
ダ
ク
ト

職
長
　
舛
屋
　
慎
吾

　
㈲
柏
ダ
ク
ト
工
業職

長
　
佐
古
　
清
隆

　
㈲
佐
藤
設
備

職
長
　
荒
川
　
真
也

　
㈲
菅
設
備

職
長
　
竹
内
　
敬
太

工
事
本
部
部
長
　
西
廣
　
裕
一

　
平
成
　
年
　
月
３
日
（
日
）
定
例
の

２５

１１

業
者
連
絡
会
後
に
、
平
成
　
年
度
秋
季

２５

安
全
衛
生
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
家
族
と
の
合
同
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
企
画
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

表
彰
式
を
メ
イ
ン
に
本
社
２
階
大
会
議

室
に
て
、
協
力
業
者
　
会
員
の
参
加
の

２４

元
、
厳
か
な
雰
囲
気
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
安
全
衛
生
協
力
会
佐
藤
副
会
長
の
開

会
の
辞
に
始
ま
り
、
田
村
社
長
、
菅
協

力
会
会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
表
彰
式
と

続
き
ま
し
た
。

　
社
長
賞
は
見
事
、
㈲
菅
設
備
が
受
賞

さ
れ
、
流
石
協
力
会
の
会
長
だ
と
全
会

員
に
印
象
付
け
て
お
り
、
来
年
は
「
我

こ
そ
！
」
と
参
加
会
員
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
部
長
表

彰
、
協
力
会
会
長
表
彰
、
安
全
部
長
表

彰
、
安
全
標
語
入
選
作
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
会
員
、
個
人

表
彰
さ
れ
た
方
々
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
惜
し
く
も
表

彰
を
逃
し
た
会
員
の
皆
様
は
、
来
年
こ

そ
は
と
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
一
年

間
の
安
全
衛
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
事
本
部
部
長
　
木
村
　
文
則

　
去
る
８
月
　
日
（
土
）、
千
葉
市
の

３１

「
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花
」
に
於
い
て
、

第
２
０
０
回
目
の
協
力
業
者
連
絡
会
を

実
施
、
ま
た
連
絡
会
終
了
後
、
同
会
場

に
て
節
目
を
飾
る
記
念
式
典
を
多
数
の

会
員
事
業
主
お
よ
び
職
長
、
ま
た
当
社

社
員
の
参
加
に
よ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

業
者
連
絡
会
は
タ
ム
ラ
カ
ン
ト
ウ
本
社

に
て
毎
月
第
一
日
曜
日
の
休
日
を
返
上

し
て
行
わ
れ
、
第
１
回
開
催
か
ら
数
え
、

足
掛
け
　
年
余
り
の
長
期
に
渡
り
開
催

１９
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第第
２
０
２
０
００
回回

業
者
連
絡
会
を
終
え

業
者
連
絡
会
を
終
え
てて

さ
れ
て
来
ま
し
た
。
正
に
「
継
続
は
力

な
り
」
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、
当
社
幹
部
、
協
力
会
会
長

の
挨
拶
、
功
績
の
あ
っ
た
会
員
の
表
彰

式
と
続
き
、
そ
し
て
、
２
５
０
回
、
３

０
０
回
と
回
を
重
ね
る
毎
に
更
に
充
実

し
た
連
絡
会
に
進
化
さ
せ
、
今
後
の
協

力
会
社
並
び
に
当
社
の
発
展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　
　
月
に
入
り
ま
す
と
本
格
的
な
寒
さ

１２
と
共
に
、
年
末
年
始
の
慌
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。

　
先
ず
は
健
康
管
理
に
留
意
し
、
日
々

安
全
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ご
安
全

に
！

工事本部課長　関本　和敏

　毎日の作業お疲れ様です。気温も日を増すごとに
低くなり、冬も本番到来という感じがする今日この
頃です。体を崩さぬ様、体調管理をしっかりとお願
い致します。
　さて７月３１日から８月２日まで東京ビックサイト
で第１２回スマート空調衛生システム展が開催され約
１５,０００人の方が来場され盛大に行われました。多数の
空調衛生設備工事会社が出展され「省エネ・省コスト・
快適環境」をキーワードに各ブースでは最新技術やシ
ステム、新商品などが展示され目を引くものばかり
で、あっという間に時間が過ぎて行きました。当社
も各同業と提携しブースを出展して薄板ダクトや室
内へ自然光を取入れる光ダクトの展示などを行い、
来場者から多数の質問を受ける場面もありました。
　２０２０年には東京オリンピックが開催されます。今
回展示された新技術や新工法などが今後オリンピッ
ク関連施設で採用され、海外から来られる方々に最
高の「お・も・て・な・し」が出来る様、設備業界一
丸となって取組んで行こうという思いを感じました。
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秋
季
安
全
衛
生
大
会

秋
季
安
全
衛
生
大
会
をを

終
え
終
え
てて

管
理
本
部
　
石
野
　
　
希

　
９
月
２
日
、
本
社
に
て
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
発
生
原
因
は
１
階
休

憩
室
か
ら
の
火
災
、
と
い
う
設
定
。
社

員
は
夫
々
決
め
ら
れ
た
役
割
を
果
た
し

て
外
に
出
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
火
器

を
使
用
し
た
訓
練
も
行
わ
れ
、
私
と
工

事
部
鈴
木
さ
ん
の
２
名
が
選
ば
れ
実
演

を
続
け
ま
し
た
。
初
め
て
で
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
確
実
に
避
難
す
る
に
は
、

冷
静
で
い
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
気
持
ち
を
持
つ
為
に
、
日
々
緊

張
感
と
想
像
力
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

工
事
本
部
　
鈴
木
　
絵
美

　
　
月
　
日
（
土
）
に
同
期
の
石
野
さ

１０

１２

ん
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
行

っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
園
内
で

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
装
飾
が
施
さ
れ
、
パ

レ
ー
ド
も
一
層
賑
や
か
な
も
の
で
し
た
。

三
連
休
初
日
と
あ
っ
て
大
変
混
雑
し
て

い
ま
し
た
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
乗

り
た
か
っ
た
も
の
に
は
一
通
り
乗
る
こ

と
が
で
き
て
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
頂
き
、

と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
先
も
社

員
同
士
の
友
好
を

深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

『
防
災
訓
練
を
終
え
て

『
防
災
訓
練
を
終
え
て
』』
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お

知

ら

お

知

ら

せせ

工
事
本
部
　
森
蔭
　
敏
久

　
毎
日
の
作
業
、
ご
苦
労
様
で
す
。

お
忙
し
い
中
、
投
稿
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
期
は
昨
年

４４
以
上
に
社
長
の
代
理
と
し
て
現
場
に
行

っ
て
い
る
と
う
い
う
自
覚
を
持
ち
、
ま

た
部
下
に
も
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

教
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、

体
調
管
理
に
注
意
し
安
全
作
業
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

　
ご
安
全
に
！
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編
　
集
　
後
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